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１．会社概要 

  

 

２．事業紹介 

弊社は 1941 年に海軍向けの潤滑油製造を目的に中国地方の石油販売業者が共同出資し設

立。戦後ガソリン販売に力を入れ、自動車の普及とともに一時は岡山県内を中心にガソリ

ンスタンド約 20店舗を経営

したが、競争の激化から 2000

年頃に撤退。倉敷市、福山

市、北九州市等に計 6工場を

構え、化学品や石油製品の受

託精製に軸足を移した。主力

拠点の水島工場（倉敷市玉島

乙島）は、高真空状態で原料

の沸点を下げられる特殊な蒸

留設備を大小 16基備え、通

常では精製が難しい蒸発しに

くい物質にも対応可能。大手

化学メーカーから請け負った

電子材料や医薬品原料の精製 

を通じ、スマートフォン等に

使われるリチウムイオン電池の小型化や化粧品の高品質化を影で支えている。現在は、大

手化学品メーカーからの受託がほぼ 100％を占めているが、為替や景気動向、顧客の計画

に左右されにくい収益体制を構築する事を目指して他社に真似が出来ない『ものづくり』

に挑戦している。 

商号 中国精油株式会社
本社 岡山県岡山市北区出石町一丁目2番11号
本店 岡山県岡山市北区中山下2丁目1番77号
創立 1941年2月10日
資本金 8,300万円
代表者 樋口克彦
年商 108億円（2019年9月期実績）

従業員数 170名
営業所 東京、大阪、岡山、水島、福岡
工場 岡山、水島、福山、門司、福岡
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３．電池事業への取り組み 

 弊社水島工場は、これまで受託精製で日本の化学業界の発展に貢献してきており、大手化

学メーカーから原料を支給頂き、高純度化、低水分化、低メタル化を達成して来ている。電

解液の溶媒精製にも携わっており、精製技術、分析技術を確立している。この技術を生かし

て次世代電池に取り組めないかと考えている。 

 

４．コンソーシアムへの参加理由 

 精製技術、分析技術が確立出来ており、電解液の溶媒精製の実績もあるが、受託精製なの

で定常的なものづくりに繋がっていないため。 

 

５．コンソーシアムに期待すること 

 電池関連の最新情報に触れる機会を作って頂きたい事と、弊社のコア技術を生かした電

池業界への参画に繋がるヒントを得たい。 

以上 


